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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】気管支喘息患者の多くに運動誘発気道収縮反応（EIB）が認められ、その重症度に関与する種々の因子が
報告されている。そこで気管支喘息患者におけるEIBの重症度を規定する因子を多変量解析を用いて検討した。 
【方法】気管支喘息患者23例を対象にEIBの重症度（percentage of maximal fall in FEV1、area under the 
curve［AUC］0-30）と末梢血好酸球数、血清IgE、気道過敏性（methacholine負荷試験）、呼吸機能（％一秒量）、
喫煙の有無、喀痰中好酸球、喀痰上清中 eosinophil cationic protein（ECP）値、血管透過性の程度（喀痰中
と血清中のalbumin比率）との関連性を検討し、さらに多変量解析によりその規定因子を検討した。 
【結果】EIBの重症度と喀痰中好酸球（percentage of maximal fall in FEVl［r=0.601，p＝0.0048］，AUCO-30
［r=0.582，p＝0.0063］）、ECP値（［r=0.657，p＝0.0021］，［r=0.615，p＝0.0039］）、血管透過性の程度（［r=0.720，
p＝0.0007］，［r=0.754，p＝0.0004］）の間に有意な相関を認めたが、他の因子とは相関が認められなかった。多
変量解析では血管透過性の程度、喀痰上清中ECP値と喀痰中好酸球が重症度の規定因子としてあげられた。          
【結論】EIBの重症度を規定する因子として気道の好酸球性炎症と気道の微小循環における血管透過性が関与す
る可能性が示唆された。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
【目的】気管支喘息患者の多くに運動誘発気道収縮反応（EIB）が認められ、その重症度に関与する種々の因子が
報告されている。今まで個々に気道狭窄の程度、気道の好酸球性炎症、気道過敏性等についてEIBの重症度と相
関を検討した報告はあるが、多因子を総括的に検討したものはない。そこで気管支喘息患者におけるEIBの重症
度を規定する因子を多変量解析を用いて検討した。 
【方法】気管支喘息患者23例を対象にEIBの重症度（percentage of maximal fall in FEV1、area under the 
curve［AUC］0-30）と末梢血好酸球数、血清IgE、気道過敏性（methacholine負荷試験）、呼吸機能（％一秒量）、
喫煙の有無、喀痰中好酸球、喀痰上清中 eosinophil cationic protein（ECP）値、血管透過性の程度（喀痰中
と血清中のalbumin比率）との関連性を検討し、さらに多変量解析によりその規定因子を検討した。 
【結果】EIBの重症度は喀痰中好酸球（percentage of maximal fall in FEVl［r=0.601，p＝0.0048］，AUCO-30
［r=0.582，p＝0.0063］）、ECP値（［r=0.657，p＝0.0021］，［r=0.615，p＝0.0039］）、血管透過性の程度（［r=0.720，
p＝0.0007］，［r=0.754，p＝0.0004］）と有意な相関を示したが、他の因子とは相関が認められなかった。多変量
解析では血管透過性の程度が強く関与し、喀痰上清中ECP値と気道過敏性もEIBの重症度の規定因子としてあげ
られた。 
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【結論】EIBの重症度を規定する因子として気道の好酸球性炎症と気道過敏性に加えて気道の微小循環における
血管透過性の重要性を示唆した。  
よって、本研究は気管支喘息患者における運動誘発気道収縮反応の重症度を規定する因子の解明に寄与してお
り、本研究は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと認められた。 
 
― 271 ― 
